
モニタリングサイト1000（正式名称「重要生態系監視地域モニタリング推進事
業」）は、平成14年３月に閣議決定された生物多様性国家戦略に基づき平成
15年度から開始した事業で、わが国の代表的な生態系の状態を長期的かつ
定量的にモニタリングすることを目的としています。

モニタリングサイト1000では５年ごとを調査期間の区切りとして調査成果をと
りまとめています。すでに事業開始から10年を経過しており、各生態系の調査

で得られたこれまでの成果を生態系ごとにとりまとめ、２期とりまとめ報告書と
して順次公表しているところです。

ここではいくつかの生態系のとりまとめ結果について紹介します。

モニタリングサイト1000第2期とりまとめについて
環境省自然環境局生物多様性センター 生態系監視科、保全科

◆はじめに

◆とりまとめ結果

◆結果の公表

里地調査

◆調査概要
里地調査は、里地里山生態系を対象として平成16年度から調査を開始していま

す。調査は、地元市民団体等の「市民」が主体となり、植物相、鳥類、哺乳類、チョ
ウ類、水環境等の複数の総合的な項目について実施しています。

平成20年度からは、調査サイトを拡大して全国規模の調査を開始しており、平成
26年度現在、全国192箇所で調査を実施しています。なお、調査の事務局は（公
財）日本自然保護協会がつとめています。

◆とりまとめ結果の概要

○全国的に在来種の種数や個体数に減少傾向が認められた

生物多様性の状態・変化を表す指標として、もともと日本に
生息・生育している種類である在来種の「種数」や「個体数」
に注目して解析を行いました。

その結果、在来種の種数は、植物・鳥類・チョウ類において、
全国的に緩やかな減少傾向が認められました。また、在来
種の合計個体数は、鳥類において全国的に緩やかな減少
傾向が確認されました。

ウミガメ調査
◆調査概要

ウミガメ調査は、砂浜生態系における調査対象として平成16年度から開始して
おり、現在、41箇所で調査を実施しています。調査は、主に地元のボランティアの

方々に協力いただき、アオウミガメ、アカウミガメ、タイマイの３種のウミガメの上陸
や産卵状況に関する調査を実施しており、NPO法人日本ウミガメ協議会にとりま
とめを協力していただいています。

その他、データロガーを用いた１時間毎の砂浜の温度測定や過去と現在の航空
写真を比較し、砂浜や海岸の経時的な変化状況の把握も行っています。

◆とりまとめ結果の概要

○ウミガメの産卵回数の推移
3種とも調査開始当初に比べ産卵回数が増加している傾向がありました。

○哺乳類によるウミガメ卵の捕食被害

2008年度以降、各地の団体等から捕食被害に関する情報が多く寄せられるよう
になったことから、ウミガメ卵の哺乳類による捕食被害が明らかになってきました。
西表島の2箇所の調査サイトでは、リュウキュウイノシシにより産卵巣の食害が
確認されており、多い年には全体の約60％の産卵巣で被害が確認されています。

西表島のウミガメ卵の捕食の痕跡

これらの調査結果は、モニタリングサイト1000ウェブサイトで公開しています（http://www.biodic.go.jp/moni1000/index.html）。
その他、ウェブサイトでは、各生態系の毎年の報告書やデータベースファイル等も公開していますので、是非とも業務にご活
用下さい。

また、来年3月開催の第62回日本生態学会鹿児島大会で、これらの結果を発表する予定です。

陸水域（ガンカモ類）調査

◆調査概要
ガンカモ類調査は、湖沼生態系

を対象に平成16年度から調査を開

始しています。調査は、主に地元
のボランティアの方々が主体となり、
現在は全国80箇所で個体数カウン
トによる調査を実施しています。

◆とりまとめ結果の概要

○水鳥の生息状況の再評価

本調査の結果は、水鳥の生息地として国際的に重
要な水域の選定に用いられており、調査サイトのうち
24箇所がラムサール条約登録湿地、21箇所が東ア

ジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシッ
プ（そのうち14箇所が重複）に登録及び参加していま
す。今回のとりまとめにおいて、これらの選定に当
たっての国際基準への適合状況を再評価した結果、
新たに31箇所が共通の国際基準を満たしていること
が確認されました。

ラムサール条約・フライウェイネットワークの登録基準を満たすサイト

共通する国際基準 （水鳥の個体数のみに着目）
・ 絶滅の恐れのある種や群集を支えている場合。
・ 定期的に2万羽以上の水鳥を支える場合。
・ 水鳥の一つの種または亜種の個体群において、

個体数の1％を定期的に支えている場合。

○絶滅危惧種の個体数回復

シジュウカラガンとハクガンは世界的に個体
数が減少しており、両種とも環境省レッドリスト
に絶滅危惧IA類として掲載されています。近年

は一地点で記録される最大個体数が増加傾向
にあることから、全体数が回復しつつあると考
えられています。

磯・干潟･アマモ場･藻場調査

◆調査概要
磯・干潟・アマモ場・藻場調査は、沿岸域生態系を対象として平成20年度から開

始しており、現在、磯6箇所、干潟8箇所、アマモ場6箇所、藻場6箇所で調査を実

施しています。調査は、各分野の専門家にお願いしており、底生生物の種組成や
個体数、現存量、海藻・海草の種組成や被度、現存量の調査、物理環境の測定
等を実施しています。

また、東北地方太平洋沿岸地域のサイトでは、東日本大震災の津波などの突
発的な影響を震災前後の調査結果から調べています。

◆とりまとめ結果の概要

○磯調査 ○干潟調査

各サイトに出現した磯生物の
Simpson多様度指数のグラフ。

房総半島から紀伊半島の一部
において、高い多様度を示してお
り、これは既往の報告と概ね一致
する結果でした。

○震災による沿岸生態系への影響

■岩手県：大槌サイト（アマモ場調査）■福島県：松川浦サイト（干潟調査） ■宮城県：志津川サイト（藻場調査）

津波襲来前と比較して、いずれのエリアに
おいても、底生動物の種数と個体数が大きく
減少し、底生動物が全く観察されない調査地
点もありました。

津波襲来によりほとんどが裸地となりまし
たが、一部の地点においては、アマモやタ
チアマモの芽生え（実生）が観察されました。

ライン調査では、一部の調査地点を除き、海藻の
景観、被度には地震前後の大きな変化は認められ
ませんでした。永久方形枠調査では、優占種のアラ
メの被度が20～30%程度低下していました。

○アマモ場調査 ○藻場調査

毎年の定量データ（2 mmの篩）

から算出した底生動物優占種の平
均生息密度のグラフ。

底生動物の種類や密度はサイト
間で大きく異なっていました。

各サイトの海草類の出現種数のグラ
フ。青色は各サイトの調査地点ごとに
出現した平均種数、青色と赤色の合計
がサイト全体での出現種数を示します。

石垣伊土名サイトにおいて、最も多く
の海草種が確認されました。

各サイトで観察された目別の海藻種
数の表。

海藻種数は淡路由良サイトをピーク
として最北の室蘭サイトから南にいく
ほど増加する傾向を示していました。

○外来種が分布を拡大していた

アライグマは、第1期（2003年～2007年）に茨
城県土浦市、大阪府枚方市などで本調査で初確
認され、第2期（2008年～2012年）には大分県竹
田市や広島県尾道市などで初確認されました。

ガビチョウ類（ガビチョウ、ヒゲガビチョウ及びカ
オジロガビチョウ）は特に関東平野部のサイトで
記録個体数が増加したサイトが目立ちました。

アライグマとガビチョウ類の全国調査サイトでの確認状況（赤丸：調査で確認、
白丸：未確認）。青色メッシュはアライグマの2008年の分布範囲（環境省）

水色：磯
黒：干潟
赤：アマモ場
黄緑：藻場

赤：コアサイト
黄緑：一般サイト

平成26年4月1日現在
各調査の概要とサイト数

調査サイト 主要調査項目 サイト数（ ※） 調査主体

コアサイト
（毎年調査）

①植生概況調査
②毎木調査
③落葉落枝調査
④地表徘徊性甲虫類調査
⑤陸生鳥類調査

2 0 研究者

準コアサイト
（５年毎に調査）

①植生概況調査
②毎木調査
③陸生鳥類調査

2 8 研究者

陸生鳥類サイト
（５年毎に調査）

①植生概況調査
②陸生鳥類調査

42 2 市民調査員

コアサイト
①人為的インパクト調査
②草本植物調査
③水環境調査
④指標動物調査（6項目）

1 8 市民調査員

一般サイト コアサイトの9調査中から１調査以上 17 4 市民調査員

①湖辺植生調査
②プランクトン調査
③底生生物調査

7 研究者

ガンカモ類サイト
①ガンカモ類調査
②温度調査

8 0 市民調査員

①植生概況調査
②物理環境調査

4 研究者

砂浜 ウミガメサイト
①海浜概況調査
②ウミガメ産卵上陸状況調査

4 1 市民調査員

磯
①底生生物調査
②温度調査

6 研究者

①底生生物調査　等 8 研究者

シギ・チドリ類サイ
ト

①干潟概況調査
②シギ・チドリ調査

14 0 市民調査員

アマモ場 ①海草調査　等 6 研究者

藻場 ①海藻調査　等 6 研究者

サンゴ礁

①物理環境調査（底質、底質中懸濁物
含有量）
②生物生息把握（サンゴ被度、オニヒト
デ調査等）

2 4 研究者

小島嶼 海鳥サイト
①植生概況調査
②全生息鳥種調査
③対象種調査

3 0 研究者

1 01 9

分野

陸
域

高山帯

①物理環境調査（気温、地温）
②植生調査（植生、ハイマツ節間成長、
開花フェノロジー）
③昆虫調査（チョウ類、地表徘徊性甲
虫）

5 研究者
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シジュウカラガンとハクガンの一地点で記録された最大個体数
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猿骨沼

ポロ沼

クッチャロ湖 
コムケ湖

シブノツナイ湖

能取湖

大沼

濤沸湖
野付湾

風蓮湖・温根沼 
琵琶瀬湾

達古武沼

塘路湖

シラルトロ湖

赤沼

育素多沼

池田キモントウ 厚岸湖

長節沼

生花苗沼 湧洞沼

三日月沼

袋地沼

茶志内沼

浦臼沼

浦臼新沼

宮島沼

手形沼

三角沼

長都沼

ウトナイ湖

弁天沼

函館湾周辺海域 

（出来澗崎～志海苔 
富川タートル～知内川） 

兜沼

ペンケ沼

旧天塩川

北浦

霞ヶ浦 高浜入 

三番瀬

葛西臨海公園

邑知潟

河北潟

片野鴨池

大堤

斐伊川河口（宍
道湖西部）他

中海

きらら浜・土路石川河口

小野湖

松岡・敷戸の溜池群

九頭竜川河口周辺

西池

琵琶湖 全周 

長沼

下北半島沿岸北部

陸奥湾北部

尾駮沼

小川原湖廻堰大溜池

 

陸奥湾南部

狄ヶ館溜池

砂沢溜池

小友沼角助堤

八郎潟

伊豆沼・内沼

蕪栗沼

化女沼

蒲生海岸

最上川河口

上池・下池

鳥屋野潟

佐潟

福島潟

瓢湖

南三陸海岸

霞ヶ浦 稲波干拓 
小櫃川河口

菅生沼 涸沼

朝日池

鵜の池

B 

A 

琵琶湖 赤野井湾 
琵琶湖 高島 

琵琶湖 湖北水鳥公園 

新たに共通する国際基準を
満たすサイト … 赤

ラムサール条約登録サイト … 青
フライウェイ参加サイト … 緑
重複サイト … 紫

アオウミガメ
アカウミガメに次いで産卵に多く訪

れるウミガメです。南西諸島における
産卵回数の推移を見ると、2004年度
の調査開始以降は大きな変化は見
られませんでしたが、2010年度以降
は増加が見られています

タイマイ
日本列島よりも南の地域を主要

な産卵地としており、わが国での
上陸･産卵は極めてまれですが、
2007年度以降は継続的に産卵が
確認されるようになりました

アカウミガメ

日本の広い地域で見られるウミガメ
です。産卵回数は2004年度の調査開
始以降、一時減少が認められました
が、2008年度から増加に転じ、2012
年度調査では、これまでで最大の966
1回の産卵が確認されました

ラ イ ン調査

永久方形枠調査

各分類群の在来種数の全国傾向


